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(1)　第1892号　2022年11月15日

公共サービス民間労組協議会
定期総会・学習会

　
市
長
会
・
町
村
会
へ
要
請

組
合
と
交
渉
・
協
議
・
合
意
を

日時　2022年12月20日（火） 19：00～
場所　水戸市　自治労会館
内容　学習会「私たちの権利」
　　　定期総会（活動報告・運動方針ほか）

　
県
本
部
は
　
月
２
日
、
県

11

市
長
会
、
町
村
会
に
対
し

「
２
０
２
２
年
人
事
院
勧
告

に
関
す
る
要
請
書
」
を
渡
し

ま
し
た
。
県
本
部
か
ら
千
歳

委
員
長
、
生
井
澤
書
記
長
、

市
長
会
・
町
村
会
は
堀
江
常

務
理
事
が
対
応
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
人
事
院
勧
告
は
、

初
任
給
お
よ
び
若
年
層
の
月

例
給
引
き
上
げ
、
一
時
金

０
・
１
月
引
き
上
げ
と
、
３

年
ぶ
り
の
引
き
上
げ
と
な
り

職
員
の
期
待
に
一
定
程
度
応

え
る
内
容
で
は
あ
る
も
の

の
、
引
き
上
げ
の
対
象
が
若

年
層
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
は

物
価
上
昇
等
の
影
響
を
均
等

に
受
け
な
が
ら
も
奮
闘
す
る

全
職
員
を
考
え
れ
ば
不
満
の

残
る
内
容
で
す
。

　
県
本
部
は
、
国
と
地
方
自

治
体
の
実
情
は
異
な
る
こ
と

か
ら
、
給
与
決
定
に
あ
た
っ

て
は
自
治
体
の
自
己
決
定
を

尊
重
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
決

定
に
あ
た
っ
て
は
組
合
（
職

員
団
体
）
と
の
交
渉
・
協
議

の
う
え
合
意
を
前
提
と
す
る

こ
と
な
ど
を
、
各
市
町
村

長
、
関
係
機
関
に
対
し
て
強

く
申
し
入
れ
を
行
う
よ
う
求

め
ま
し
た
。

県市長会・町村会の堀江常務理事に要請書を手渡す
千歳委員長（左）

労働組合（職員団体）の大きな目的は、賃金・労働条件の改善で
す。そのためにはまず、労働組合が組合員からの声を集め、組合
員が困っていること、改善したいことをつかみ、要求する内容を
「要求書」として自治体（当局）に提出します。
当局から回答が得られたあとは、「団体交渉」を行うことが重要
です。
回答が得られても、単に「困難である」「検討していく」など具体

的な理由が記載されていない場合も多く、理由が明確ではない回
答に対して労働組合が納得してしまうことは、組合員の要求を単
に当局へ伝えるだけのものになってしまいます。そのため、書面
によるやり取りだけではなく「団体交渉」の実施を当局へ求め、
交渉を行い、当局側の主張の裏付けをしっかりと追求していかな
ければなりません。「団体交渉」は法律により保障されている権
利です。当局は、労働組合からの団体交渉実施の申入れに対し正
当な理由がない限り団体交渉を拒否することはできません。
労働組合は、当局の一部ではなく独立する対等の組織であり、
互いに誠実に向き合う必要があります。組合員の切実な意見を背
負い当局に訴え、「団体交渉」により労働条件や職場環境を改善し
ていきます。
もし、不安に思うこ
とや不満がある場合に
は一人で抱え込まず、
労働組合の役員にお声
がけください。その声
が要求・交渉への第一
歩となります。

要

　
同
じ
く
２
日
、
県
本
部
は

県
市
長
会
、
町
村
会
に
対
し

「
男
女
平
等
社
会
実
現
を
求

め
る
要
請
書
」
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　
２
０
２
２
年
７
月
に
発
表

男
女
平
等
社
会
実
現
求
め
る

さ
れ
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
 

ッ
プ
指
数
」
で
は
、
日
本
は

１
４
６
カ
国
中
１
１
６
位
と

国
際
的
に
み
て
も
依
然
と
し

て
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
医
療
・
介
護

・
保
育
職
場
な
ど
に
従
事
す

る
職
員
の
多
く
は
女
性
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
働
く

環
境
や
処
遇
が
さ
ら
に
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
　
要
請
内
容
は
、
第
５
次
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
推
進

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
各

市
町
村
の
男
女
平
等
参
画
に

関
す
る
条
例
・
計
画
策
定
へ

の
必
要
な
措
置
、
働
き
が
い

の
あ
る
環
境
整
備
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
策
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
社
会
の

実
現
に
む
け
た
男
性
の
育
児

休
暇
・
休
業
や
、
不
妊
治
療

休
暇
を
取
得
し
や
す
い
環
境

整
備
を
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
県
本
部
は
、
家
庭

と
仕
事
の
両
立
の
た
め
看
護

休
暇
制
度
の
看
護
対
象
を
、

年
齢
に
関
わ
ら
ず
す
べ
て
の

子
、
配
偶
者
・
父
母
・
配
偶

者
の
父
母
と
す
る
よ
う
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
制
度
拡
充
を
働
き
か

け
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

◇市長会・町村会への人事院勧告に関する主な要請内容◇
・地方公務員の給与改定は、地方公務員法第24条第３項の趣旨
を踏まえ、自治体の自己決定を尊重すること。決定は、職員団
体との交渉・協議のうえ合意を前提とすること。
・職員の生活を守るため賃金水準と一時金支給月数を引き上げ
ること。
・人材確保の観点から、初任給基準の引き上げや昇格・昇給の
賃金決定基準の改善などの措置を行うこと。
・地域手当は、非支給自治体は県同様（６％）を支給すること。
国指定の支給率に達していない自治体は、速やかに達成させ
ること。
・すべての在職者が定年まで昇給可能になるよう、給料表の号給
を増設すること。
・公務における働き方改革推進のため、労働時間の適正な把握
を行うこと。時間外勤務命令上限規制を厳守すること。
・良好な公共サービス提供のため、継続的職員採用を行うこと。
・会計年度任用職員の給料・手当及び休暇制度は、常勤職員と
の均衡・権衡をはかること。
・定年引き上げは、国に遅れることのないよう労使協議・合意の
うえ確実に実施すること。
・男女共同参画社会の実現に向け、「女性活躍推進法」に基づい
た行動計画達成のため、具体的施策を着実に実施すること。
育児や介護など男女職員の両立支援策拡充のため、行動計画
を具体的に実践すること。

靴 轡遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

求と団体交渉

労
働
組
合

当　

局

組
合
員

①要望 ②要求

④
団体
交渉

⑤共有 ③回答

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

生井澤書記長（右）が青木県市町村課長補佐に申入れ

労
働
条
件
決
定
は
交
渉
で

県
に
「
労
使
合
意
尊
重
」
申
入
れ

　
　
月
８
日
、
県
本
部
は
県

11
知
事
に
対
し
「
市
町
村
職
員

の
勤
務
条
件
に
対
す
る
助
言

等
に
つ
い
て
の
申
入
れ
」
を

行
い
、
県
本
部
の
生
井
澤
書

記
長
、
柳
生
書
記
次
長
が
県

市
町
村
課
の
青
木
課
長
補
佐

に
対
し
申
入
れ
書
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　
例
年
、
市
町
村
課
は
各
自

治
体
に
対
し
、
地
方
公
務
員

の
給
与
・
勤
務
条
件
決
定
に

あ
た
っ
て
は
人
事
院
お
よ
び

県
人
事
委
員
会
の
勧
告
・
報

告
を
考
慮
す
る
よ
う
通
知
に

よ
る
技
術
的
助
言
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
本
来
で
あ
れ
ば

市
町
村
職
員
の
給
与
・
勤
務

条
件
は
、
労
使
交
渉
・
協
議

に
よ
る
合
意
を
前
提
に
決
定

さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
市
町
村
課
か
ら

の
技
術
的
助
言
は
、
不
当
な

労
使
介
入
と
も
捉
え
ら
れ
か

ね
ま
せ
ん
。

　
公
務
員
は
労
働
基
本
権
が

制
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
人
事
院
ま
た
は
人
事
委

員
会
勧
告
制
度
が
そ
の
代
償

措
置
と
し
て
講
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
給
与
・
勤
務
条
件
の

決
定
は
議
会
の
議
決
を
経
て

条
例
化
さ
れ
ま
す
が
、
自
治

労
は
労
使
交
渉
と
合
意
に

よ
っ
て
労
働
条
件
を
決
定
す

る
こ
と
を
基
本
と
す
る
よ
う

自
律
的
労
使
関
係
制
度
の
確

立
を
求
め
ま
す
。
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じちろう
マイカー共済
掛金試算

2022年11月１日 2023年１月31日

カンタン
お見積もり受付中！

現在の車検証のコピーと
保険証券（共済証書）を用意
してください。

STEP 1

所属の組合を通じて提出
してください。

STEP 2

新規成約で
もれなくプレゼント

マルチポーチ

車両補償を
付帯すると
ノベルティグッズも
プレゼント

またはこちらから

さらに

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

年内執行予定選挙　県本部推薦候補者

推薦候補の必勝で政策実現をめざそう
県議会議員選挙　［2022年12月11日投開票］

プロフィール現・新年齢定数選挙区候補者名

2007～2010年日
立市議会議員、
2010年県議会議
員初当選、現在に
至る。電機連合推
薦、国民民主党。

現361４日立市

さいとう 英彰

2014年県議会議
員初当選、現在に
至る。電機連合推
薦、国民民主党。

現243３ひたちなか市

二川 ひでとし

那珂町議・同市議
当選通算6期、県
議会議員2期当選、
現在に至る。連合
茨城常陸野地協推
薦、無所属。

現255１那珂市

遠藤　 実

2010年県議会議
員初当選、現在に
至る。連合茨城中
央地協推薦、立憲
民主党。

現346２筑西市

しだら えみこ

水戸市議会議員3
期、2018年 県 議
会議員初当選、現
在に至る。連合茨
城中央地協推薦。
立憲民主党。

現150６
水戸市
・

城里町

玉造　 順一

自治体議員選挙　［2022年12月11日投開票］
プロフィール現・新年齢定数選挙区候補者名

2018年笠間市議
選５期目の当選、
現在に至る。連合
茨城中央地協推
薦。無所属。

現56322笠間市

石松　俊雄

茨
城
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長
　
福
田
　
浩
司

副
執
行
委
員
長
　
萩
野
谷
　
徹

副
執
行
委
員
長
　
舩
橋
　
絵
光

副
執
行
委
員
長
　
髙
﨑
　
健
一

書
　
記
　
長
　
畠
山
　
裕
介

書
　記
　次
　長
　
畠
山
　
　
誠

単単
組組新

役

　
新
役
員員

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

書
　記
　次
　長
　
大
場
美
穂
子

執
　行
　委
　員
　
飯
島
　
忠
治

執
　行
　委
　員
　
平
山
　
貴
大

執
　行
　委
　員
　
舟
串
由
佳
理

執
　行
　委
　員
　
木
村
真
知
子

執
　行
　委
　員
　
芝
田
　
成
輝

執
　行
　委
　員
　
田
丸
　
玄
人

執
　行
　委
　員
　
鈴
木
　
裕
美

執
　行
　委
　員
　
寺
山
　
弘
美

鉾
田
市
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
中
村
　
　
聡

副
執
行
委
員
長
　
平
沼
　
智
栄

書
　
記
　
長
　
清
宮
　
貞
治

財
　政
　局
　長
　
小
林
　
知
明

書
　記
　次
　長
　
海
東
　
正
明

執
　行
　委
　員
　
滝
野
　
知
暁

執
　行
　委
　員
　
高
正
　
　
潤

執
　行
　委
　員
　
宮
内
　
博
史

執
　行
　委
　員
　
菅
谷
　
和
広

執
　行
　委
　員
　
市
村
　
航
祐

執
　行
　委
　員
　
照
山
　
真
理

執
　行
　委
　員
　
田
山
め
ぐ
み

執
　行
　委
　員
　
粟
野
　
広
美

神
栖
市
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
津
賀
　
勇
人

副
執
行
委
員
長
　
青
柳
　
一
樹

副
執
行
委
員
長
　
田
山
紗
由
梨

副
執
行
委
員
長
　
大
塚
　
直
之

書
　
記
　
長
　
山
嵜
　
雅
史

書
　記
　次
　長
　
胡
田
　
大
介

書
　記
　次
　長
　
三
浦
　
　
和

書
　記
　次
　長
　
木
下
　
美
真

執
　行
　委
　員
　
圓
藤
　
祐
太

執
　行
　委
　員
　
宮
内
　
孝
大

執
　行
　委
　員
　
谷
口
　
美
保

執
　行
　委
　員
　
宇
佐
美
公
貴

執
　行
　委
　員
　
稲
葉
　
憲
作

執
　行
　委
　員
　
大
川
　
泰
裕

執
　行
　委
　員
　
八
本
　
千
幸

町
村
の
団
結
で
要
求
実
現
を

３
年
ぶ
り
町
村
交
流
集
会
開
く

　
県
内
の
８
町
村
自
治
体
で

構
成
さ
れ
る
県
本
部
町
村
評

議
会
は
　
月
２
日
、
２
０
２

11

２
年
町
村
職
交
流
集
会
を
開

き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
３
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
中
川
議
長
（
阿
見

町
職
）
は
、「
今
年
の
人
事

院
勧
告
で
は
３
年
ぶ
り
に
月

例
給
・
一
時

金
引
き
上
げ

と
な
っ
た
も

の
の
、
市
と

町
村
間
の
賃

金
格
差
は
依

然
と
し
て
縮

ま
っ
て
い
な

い
。
２
０
２

４
年
に
は
地

域
手
当
の
見

直
し
も
予
定

さ
れ
て
お

り
、
そ
の
差

が
さ
ら
に
広

が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

今
回
の
集
会
に
よ
り
町
村
職

が
抱
え
る
課
題
を
再
認
識

し
、
団
結
し
て
労
働
条
件
改

善
に
む
け
て
取
り
組
ん
で
い

こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
　
集
会
で
は
、「
人
材
確
保

に
向
け
て
」
と
題
し
、
全
国

町
村
評
議
会
の
簑
島
幹
事
を

講
師
に
迎
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
簑
島
幹
事
は
、
全
国
町

村
評
議
会
の
取
り
組
み
状
況

や
活
動
方
針
を
提
起
す
る
と

と
も
に
、
他
県
の
自
治
体
の

人
材
確
保
の
た
め
の
取
り
組

み
事
例
を
紹
介
し
、
あ
ら
た

め
て
組
合
の
必
要
性
を
説
き

ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
参
加
者
同
士

が
、
各
町
村
単
組
の
取
り
組

み
状
況
や
、
職
場
の
現
状
、

今
後
の
要
求
課
題
等
の
情
報

共
有
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
学
習
交
流
集
会
を
毎

年
継
続
的
に
開
催
し
町
村
間

の
団
結
力
を
強
め
、
労
使
交

渉
・
課
題
実
現
に
む
け
と
も

に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
ま

と
め
、
交
流
集
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

町村職それぞれの取り組みを情報交換


